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主体的になって欲しい



 教師あり学習

正解や見本がある場合

問題や課題が与えられると、｢正解｣や｢見本｣に倣って

覚える・慣れる・練習を繰り返すなど

 教師なし学習

正解や見本がない場合

問題や課題が与えられると、思考錯誤するしかない

何らかの基準を設定し良い方向に進む

（データ間の関係性を導き出し、関係性を活用する）



授業実践において工夫した点

問題解決型の授業になっている

自分たちで考えた調査と回答データを
題材にするため学習意欲が高い

ひとつの単元で様々な学習内容が含ま
れている（情報モラル、プレゼン、表計
算ソフトウェアの活用、アンケート調査）



時 学習内容

１
情報機器の利用実態について考える（５Ｗ１Ｈ）
第１回利用実態アンケート【教員作成】

２
第１回利用実態アンケート分析
（度数分布表・グラフ、相関グラフ作成）
第２回利用実態アンケートの質問作成【生徒】

３
第２回利用実態アンケートデータの入力
プレゼンテーション発表資料の作成①

４

第２回利用実態アンケート分析
（度数分布表・グラフ、相関グラフ作成）
プレ発表

５
プレゼンテーション発表資料の作成②
グループ発表

６ グループの代表者による全体発表、振り返り

授業の流れ（１時間９０分）



１回目：利用実態の把握

情報機器の利用実態について考える

• 利用体験の＋か－の内容

• ５Ｗ１Ｈで利用体験をまとめペアで発表

• ここがリサーチクエスチョンのベース

第１回利用実態アンケート【教員作成】

• 相関が取れそうな質問項目を事前に作成

①個人所有の携帯電話を持ち始めた年齢（歳）

②１日辺りの平均学習時間（分）



携帯を持った年齢の
度数分布表とグラフ

携帯を持った
年齢

度数

5 2
6 8
7 10
8 9
9 21
10 21
11 20
12 36
13 35
14 10
15 15
16 3

教員



仮説

携帯を若い年齢で持つと、携帯ばかり使うようになり
自宅で勉強しなくなってしまうのでは
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携帯所持年齢と平均学習時間のグラフ教員



２回目：アンケート分析と質問の作成

第１回アンケート分析【教員作成】

• 度数分布表・グラフと相関グラフ作成

• グラフから読み取れたことをまとめる

第２回利用実態アンケート【生徒作成】

• 自分たちの利用実態とリサーチクエスチョン
を参考に、相関が取れそうな質問項目を２つ
と仮説を作成

• アンケートシステムはＲＥＡＳを使用



REASについて

同一アカウントで一斉にログイン



質問項目作成は非常に容易



３回目：アンケートデータ入力と資料作成

第２回アンケートデータの入力

• みんなで作成したアンケートの質問に答える

プレゼンテーション発表資料の作成①

• 発表用テンプレートに質問項目と仮説などを
入力させる（スライドのデザインは評価しない
ことも伝える）



４回目：アンケート分析とプレ発表

第２回アンケートデータの分析とプレ発表

• CSV形式でダウンロードし、データを整える

• 度数分布表・グラフと相関グラフ作成

• グラフから読み取れたことをワークシートにま
とめてペアでプレ発表（PMIシートで評価）



ＣＳＶ形式でダウンロードができる



出力されたファイル



データの整理

• 単位を含んだデータ

• 単位が間違えている

データ（分が時間に）

• ２つの質問項目のデータ
が揃っていないデータ



４回目：度数分布表の作成

時期 度数

小学校入学以前 10

小学校低学年 40

小学校高学年 77

中学生 60

高校生 2

携帯を持った年齢 度数

5 2
6 8
7 10
8 9
9 21
10 21
11 20
12 36
13 35
14 10
15 15
16 3



生徒らの度数分布表とグラフ



生徒たちが調べた内容の例

過度なSNS使用は生活に支障をきたすのか

• １日のSNS平均使用時間（分）

• １週間の間にうっかり居眠りした回数（回）

携帯電話の使用時間と嫌な思いの関係性
• １日の携帯電話の使用時間(分)
• 携帯電話を使用して嫌な思いをした回数(回)



グラフの傾向はまとめられていた

皆の私生活など
普段しらないことが

わかった

自分が聞きたい
データだから
楽しい



相関のグラフの読み取りに苦戦

自分の考えている
こととデータが

異なる

なんでこんな質問に
したんだろう・・・



プレ発表の様子

データが予想通り
だったし、発見した
こともあった

隣の人の質問を見て、
面白い質問を

しているなと関心した



まとめ！（スライド6枚目）

あなたの提案
結果から、あなたが考えた提案を書く

もう一度調査するならば

データを再度取れるとしたら、どのようなデータ
を集めれば、もっと面白い調査になるか

思ったデータが得られなかった
生徒に向けてのフォロー



分析結果（相関）

• １日の携帯使用時間と嫌な思いの関係

一日の携帯使用時間（分）

嫌
な
思
い
を
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た
回
数
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）
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間
を
盛
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込
む



外れ値の扱い
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生徒の声

• 分析が大変だった、難しかった（多数）

• 実際に自分のアンケート内容を決めてやるの
が楽しかった（多数）

• 色んな視点から見えて、視野が広がった



もう一度するならば

• 度数分布表と相関図の予想図を書かせる工
夫を行う

• 外れ値の処理をどうするか

• 擬似相関、因果関係と相関関係について触
れる



今回の問題解決を支えたもの

①自分で考えた調査内容と身近なデータを扱う
ことによる学習意欲の向上

②ロールモデルのイメージを持たせた上でのデ
ータ分析の実施

③２度に渡るPDCAによる問題解決能力の向上


